
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１日の発表会は、久しぶりに保護者の方の参加人数の制限もなく、運営協議会の方にも

見に来ていただき、たくさんのお客様を迎えて行うことができました。そして、コロナ禍ではで

きなかった全クラスの発表を見てもらい、発達の違いやクラスのカラー溢れるこれまでの遊びの

経緯が詰まった内容の発表を楽しんでいただくことができました。園児たちもクラスの創作劇だ

けでなく、オープニングやフィナーレを通して、全園児が気持ちを合わせて歌を歌ったりする経

験もでき、『みんながにこにこ』になったり、『きらきらはーと』になる発表会となりました。 

一人一人が自分の役を楽しんで表現したり、できるようになったことを発表したりなど、見て

もらったことが自信になりました。また、年長児は進行役として、プログラム 

の紹介も行い、自分たちで創りあげた発表会となりました。 

                             

                             

 

「発表会って何？」「劇って何？」から始まった、たんぽぽ組にとって初めての発表会。大好

きなお祭りの遊びや○○になって遊ぶことを劇の話の中に取り入れ、表現を楽しみました。 

当日は大勢の観客を前に「ドキドキする～」と緊張する様子も見られましたが、大舞台に立

ち、みんなと一緒に最後まで楽しんで発表することができ、大きな成長を感じました。 

普段通り楽しむ姿、普段以上に張り切る姿、照れて早口で話す姿、はにかみながら頑張って取

り組む姿、台詞を間違って思わず友達と顔を見合わせる姿、友達と笑い合いながら演じる姿…

いろいろな姿が見られましたが、全てがいい経験となりました。 

劇終了後は、子どもたちなりに、頑張ったという満足感、できたという達成感、楽しかった充

実感などを感じているのがうかがえました。またいろいろな人にたくさん褒めてもらったこと

が、大きな自信につながりました。 

これからも、表現することや友達との関わりを楽しめるよう、支えていきたいと思います。 

 

 

年少：たんぽぽ組 『たんぽぽやまのおまつり』 

たのしかった！がんばった！みんなでやりきった！！ 

みんなにこにこ きらきらはーと発表会！ 
～～ 

 

年長・年中による元気いっぱ

いの歌『あおいそらにえをかこ

う』で発表会が始まりました。

広い遊戯室に響き渡る歌声は、

これから始めるぞ！という意気

込みが伝わってきました！ 

 

たんぽぽ山の仲間たちが、ごちそうを作って集まり、「みんなでおまつりしよう！！」と 

歌って、踊って、楽器を鳴らして、獅子舞で舞って・・・友達と一緒で、あー楽しかった！ 

「次は○○組の▽▽です・・・」責任を

持って役割を果たしました！ 

ぽ 

！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

発表会に向けて、子どもたちは何日も前から、「あと、○日で本番だ～！」「お家の人に見ても

らえる～！」と楽しみにしている様子でした。 

そして、発表会当日も“みんなで宇宙飛行士になって、宇宙にレッツ・ゴー！”という日々と

変わらない楽しい気持ちで、最後まで劇をやり遂げることができました。いつものユニークで可

愛らしいすみれ組らしさが発揮され、伸び伸びと表現したり、学級の友達と楽しんで演じたりし

ていて嬉しかったです。その様子を本番も微笑みながら、見守った担任でした。9月からの宇宙

の遊びが発表会につながり、宇宙の楽しさや面白さをさらに感じることのできた活動になりまし

た。子どもたちにとって、“楽しい！”が増えることは、とても嬉しいことです。 

子どもたちは、この活動を通して、友達と一緒に考えたり、力を合わせたりして取り組むこと

の大切さに気が付いたと思います。そして、他クラスの友達や職員、お家の方など、いろいろな

人にたくさん褒めてもらった子どもたちは大きな自信をもつことができました。 

 

年中：すみれ組 『すみれ宇宙飛行士のわくわくだいぼうけん！』 

 

ひまわり組では、春に地域の方から竹の水鉄砲づくりを教わったり、学級で古代米を育てたり、玉ね

ぎの皮で染め物をしたり、干し柿をしたり…昔ながらの生活や遊びの知恵を体験してきました。10 月

には秋の遠足で出雲古代歴史博物館へ出かけ、藍染体験をしたり、古代の暮らしの様子を写真や模型で

見たりしました。その中で子どもたちは、「昔の人ってアイデアがすごいね！」「家も服もお皿も自分達

で作ってたなんてびっくり！」と昔の人たちの知恵や技術に驚き、感動を味わっていました。 

 そこからクラスでも昔の暮らしの写真や絵本を見て、自分達で遊びの道具（びゅんびゅんごま）を

作って遊んだり、家でおじいさんやおばあさんから話を聞いてきたりするなど、関心が高まるにつれ

て知識も増えました。発表会ではそんな子ども達の関心や体験を通して感じたことやわかったことな

どを劇にしました。 

 当日は、オープニングから司会、劇にフィナー 

レの合奏と歌…多くの出番があり、これまでで 

一番素晴らしい発表でした。頑張ってきたことを 

しっかり本番で全力を出せる…これは大きな力で 

す。子どもたちの成長を感じました。誰もがこの 

発表会を通して大きな自信をつけ、今後さらに「頑張 

る気持ち」「優しい気持ち」「仲間と仲良くしたり 

力を合わせたりする気持ち」「物を大事にする気 

持ち」などのおひさまフラワーの心をパワーアッ 

プさせてほしいと思います！ 

年長：ひまわり組 『昔の人ってすごいな！咲かせよう！おひさまフラワー』 

宇宙大好き！楽しかったね！ 
今日も 

宇宙へ！ 

ぐるぐる宇宙人だ！ 

これからもおひさまフラワーの

心で頑張るぞ！おー！ 

       最後は、年長の合奏と全園児が揃って歌を歌いました！みんなの気持ちを合わせた合奏 

や元気いっぱいの歌声は、園児も保護者 

も来賓の方もみんなが『にこにこ きら 

きらはーと』になる、大成功の発表会と 

なりました！！園児たちのやりきった達 

成感は大きな自信になりました！ 

自信が 


